
自
分
史
　 

北
海
道
　
金
谷
茂
敏
　 

北
海
道
北
見
国
紋
別
郡
紋
別
村
ニ
タ
ト
ル
弐
番
地

生
年
月
日
　
　
大
正
十
四
年
四
月
一
日

父
金
谷
茂
一
・
母
き
さ
　
長
男
。
七
人
兄
弟
。
姉
二
人
、
弟
二

人
、
妹
二
人
。
紋
別
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
卒
業
。
札
幌

商
業
学
校
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
　
学
徒
動
員
令
に
て
繰
上
卒
業
。

昭
和
十
九
年
一
月
　
満
州
帝
国
政
府
　
興
農
部
大
臣
官
房
人
事

科
勤
務
。
委
任
官
試
補
。

新
京
特
別
市
至
聖
大
路
南
湖
寮
百
五
十
号
室
　
同
室
＝
京
大

出
身
　
堤
正
之
氏
　
二
人
十
畳
間
。

昭
和
十
九
年
一
月
　
茨
城
県
友
部
村
、
満
蒙
義
勇
軍
開
拓
農
場
、

内
原
訓
練
所
入
所
、
二
カ
月
訓
練
後
、
渡
満
す
。

興
農
部
大
臣
官
房
人
事
・
黄
富
俊
氏
、
次
長
・
稲
垣
征
夫
氏

（
東
大
卒
）

人
事
科
長
―
藤
尾
廉
三
氏
（
東
大
卒
、
昭
和
二
十
年
七
月
中
旬

こ
ろ
チ
チ
ハ
ル
に
て
八
路
軍
に
銃
殺
さ
れ
る
）

人
事
科
勤
務
中
―
表
彰
式
、
開
拓
団
、
畜
産
司
。

馬
政
局
、
林
野
局
、
満
州
葉
煙
草
公
社
等
勤
務
中
に
随
行

（
鞄
持
）
に
て
吉
林
、
佳
木
斯
、
牡
丹
江
、
黒
河
な
ど
、
北

満
地
方
回
る
。

一
緒
に
渡
満
者
六
十
名
。

農
業
、
林
業
、
山
林
、
農
蚕
、
中
学
、
商
業
、
全
国
よ
り
卒

業
者
、
各
地
方
に
分
散
す
。（
名
簿
保
存
す
）

昭
和
十
九
年
十
一
月
一
日
、
満
州
鞍
山
独
立
野
戦
高
射
砲
八

六
〇
部
隊
、
一
三
一
〇
五
部
隊
満
官
大
隊
十
中
隊
第
二
小
隊
に

現
役
兵
と
し
て
入
隊
す
。
部
隊
長
・
松
本
春
男
少
佐
＝
九
九
式

新
高
射
砲
、
高
度
一
万
メ
ー
ト
ル
。
在
満
に
て
一
カ
所
＝
Ｂ29

、

目
的
と
す
。
入
隊
時
幕
舎
（
テ
ン
ト
）
＝
三
角
兵
舎
と
独
立
部

隊
編
制
の
た
め
忙
し
い
。
小
隊
長
、
見
習
士
官
訓
練
の
た
め
異

動
。
南
方
方
面
に
転
属
。
ま
た
、
朝
鮮
兵
も
各
中
隊
に
配
属
さ

れ
（
現
役
兵
と
し
て
）

、
中
隊
長
、
小
隊
長
付
士
官
、
内
務
班

長
、
一
苦
労
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
二
月
～
三
月
ご
ろ
、
第
二
次
初
年
兵
入
隊
（
第



三
次
？
）

、
ワ
ラ
弁
当
箱
、
地
下
足
袋
、
竹
筒
の
水
筒
に
ビ
ッ

ク
リ
。
内
地
（
本
州
）
も
物
資
不
足
か
。
大
学
、
高
専
、
中
途

入
隊
者
は
、
体
格
、
身
長
、
不
足
。
不
調
。
内
務
班
に
て
軍
人

精
神
を
鍛
え
ら
れ
、
食
事
も
喉
に
届
か
な
い
状
況
を
見
る
と
、

一
次
現
役
兵
は
良
い
方
だ
と
、
同
年
兵
と
話
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
軍
隊
は
不
思
議
な
社
会
、
団
体
、
生
活
場
所

だ
っ
た
と
し
み
じ
み
感
じ
て
お
り
ま
す
。

職
業
、
年
齢
も
異
な
り
、
国
の
た
め
、
郷
土
の
た
め
、
家
族

の
た
め
と
目
標
一
丸
一
致
と
協
力
す
る
。
日
本
独
特
の
教
育
。

島
国
出
身
が
、
良
い
の
か
悪
い
の
か
？
初
年
兵
教
育
期
間
中
＝

自
己
申
告
か
経
歴
調
査
か
不
明
＝
内
務
係
准
尉
村
田
理
作
氏
？

と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
、
水
野
末
雄
曹
長
（
内
務
係
）
に
呼

び
出
さ
れ
訓
練
終
了
後
、
使
役
。
本
部
に
て
雑
役
手
伝
い
。
満

州
政
府
人
事
科
勤
務
が
役
に
立
ち
、
同
年
兵
よ
り
楽
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

八
月
陣
地
撤
去
。
関
東
軍
唯
一
の
九
九
式
八
高
（
八
セ
ン
チ

高
射
砲
）
を
野
戦
用
に
、
対
戦
車
攻
撃
の
任
務
に
変
わ
り
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
砲
床
に
ボ
ル
ト
で
締
め
て
あ
り
、
火
砲
撤
去
に

困
難
を
き
わ
め
負
傷
者
多
く
、
砲
身
運
搬
の
ト
ラ
ッ
ク
が
横
転
、

砲
身
の
下
敷
き
と
な
り
二
名
の
入
院
も
あ
る
。
八
月
十
五
日
、

重
大
放
送
あ
り
。
奉
天
駅
集
合
、
ラ
ジ
オ
に
て
終
戦
を
知
る
。

半
島
出
身
兵
の
言
動
不
穏
（
内
務
班
長
＝
内
務
班
付
下
士
官

に
お
礼
参
り
）
状
況
。
第
一
中
隊
隊
長
橋
本
景
行
中
尉
の
説
得

に
て
治
ま
り
、
現
地
除
隊
す
。

ま
た
、
在
満
入
隊
者
＝
満
鉄
、
満
炭
、
電
々
な
ど
の
技
術
者

も
除
隊
す
る
。
二
中
隊
一
緒
の
同
年
兵
・
山
崎
彰
、
四
国
愛
媛

県
越
智
郡
弓
削
村
字
弓
削
浜
都
出
身
、
昭
和
二
十
四
年
、
御
両

親
に
手
紙
送
る
も
帰
国
な
し
。

不
明
？
私
も
新
京
へ
と
思
っ
た
が
、
満
語
（
北
京
官
話
）
だ

け
、
露
語
も
中
途
半
端
、
委
任
官
登
用
試
験
に
と
勉
学
し
て
い

た
が
自
信
な
く
、
部
隊
と
共
に
す
。
東
北
大
学
鉄
路
学
院
に
移

り
武
装
解
除
。
八
六
〇
部
隊
と
一
二
二
四
部
隊
（
照
空
第
一
大

隊
）
と
混
成
大
隊
約
千
名
、
二
十
五
作
業
隊
と
し
て
九
月
末
ご

ろ
出
発
、
有
蓋
貨
車
に
て
黒
河
へ
。
徒
歩
行
進
。
ア
ム
ー
ル
川

（
黒
龍
江
）
の
河
畔
ま
で
野
積
み
さ
れ
た
被
服
一
装
用
を
取
り

替
え
た
り
、
ま
た
乾
パ
ン
を
大
量
に
携
帯
、
空
腹
に
な
り
乾
パ

ン
だ
け
食
べ
、
残
り
コ
ン
ペ
イ
糖
と
水
は
二
日
か
四
、
五
日
か
、



行
軍
中
小
便
が
出
な
く
、
糖
尿
病
だ
と
戦
友
と
話
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

黒
河
よ
り
船
に
て
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
ヘ
。
輸
送
列
車

は
家
畜
用
の
二
段
有
蓋
貨
車
で
、
バ
イ
カ
ル
湖
を
日
本
海
か
と

思
う
ほ
ど
長
い
時
間
…
…
。
以
下
省
略
（
抑
留
軍
人
、
一
般
邦

人
も
手
記
し
て
い
る
の
で
）

。

昭
和
二
十
年
十
一
月
四
日
か
五
日
か
、
中
央
ア
ジ
ア
の
カ
ラ

ガ
ン
ダ
着
。
約
十
キ
ロ
く
ら
い
徒
歩
。
第
九
九
収
容
所
第
十
一

分
所
俘
虜
収
容
所
入
所
、
苦
難
の
道
へ
。
中
隊
ご
と
に
作
業
班

編
成
、
二
中
隊
・
林
立
中
尉
の
も
と
、
粘
土
掘
り
作
業
中
隊
と

な
る
。
今
か
ら
考
え
る
と
、
良
い
か
悪
い
の
か
は
、
各
個
人
の
判
断

に
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

部
隊
長
松
本
春
男
少
佐
（
コ
チ
コ
チ
の
軍
人
気
質
、
通
称
下

士
候
出
身
の
将
校
と
？
）

、
軍
人
は
解
散
、
除
隊
ま
で
軍
人
で

あ
る
の
命
令
に
は
服
従
。
俘
虜
に
な
っ
て
も
毎
朝
東
方
の
宮
城

遙
拝
、
点
呼
。
当
番
使
役
、
軍
隊
組
織
の
ま
ま
。
将
校
、
古
年

兵
、
一
次
、
二
次
、
三
次
の
初
年
兵
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
。

独
立
部
隊
二
カ
所
の
編
成
な
の
で
、

よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

病
人
、
怪
我
人
は
少
な
く
、
病
人
は
早
く
帰
国
し
た
の
で
は

な
い
か
と
。
芝
田
軍
医
、
笹
本
軍
医
の
診
断
は
的
確
で
、
同
年

兵
、
古
年
兵
よ
り
帰
国
後
聞
き
ま
し
た
。
困
る
こ
と
は
、
民
主

主
義
、
共
産
主
義
、
勉
強
、
ノ
ル
マ
達
成
し
て
の
食
料
増
配
。

通
訳
、
菅
季
治
見
習
士
官
（
北
海
道
出
身
北
見
国
野
付
牛
出
身

(

現
北
見
市)

、
野
中
卒
、
京
大
卒
、
哲
学
者
）
部
隊
照
空
隊
所

属
と
面
識
は
な
い
が
、
名
通
訳
と
い
わ
れ
て
い
た
。

復
員
後
、
国
会
審
議
で
有
名
な
「
徳
田
要
請
問
題
」
で
証
人

に
な
り
、
政
治
的
圧
力
か
、
俘
虜
の
ツ
ル
シ
上
げ
か
？
　
東
京

都
吉
祥
寺
駅
付
近
で
「
人
類
万
歳
、
真
理
万
歳
」
を
心
に
叫
び

つ
つ
、
自
ら
の
意
志
で
、
鉄
路
上
投
身
自
殺
。
若
き
哲
学
青
年
？

先
輩
で
し
た
。
同
じ
郷
土
出
身
、
野
付
牛
に
は
母
の
妹
、
叔
母

さ
ん
が
お
ら
れ
、
感
無
量
で
す
。

約
二
カ
年
、
軍
隊
式
、
一
番
民
主
的
、
共
産
党
に
染
ま
る
の

が
遅
い
と
戦
友
よ
り
聞
い
て
お
り
ま
す
。

菅
見
習
士
官
の
小
隊
、
一
次
、
二
次
、
三
次
の
初
年
兵
が
十

一
分
所
出
身
者
を
調
べ
、
古
年
兵
共
々
「
十
一
会
」
と
命
名
、

昭
和
三
十
七
年
よ
り
全
国
大
会
を
開
催
。
平
成
六
年
「
五
十
回

忌
物
故
者
慰
霊
祭
」

、
遺
族
も
二
家
族
、
松
本
部
隊
長
も
五
十



年
ぶ
り
に
会
う
。
い
ま
だ
に
続
い
て
お
り
ま
す
。
遺
族
の
松
村

秋
夫
、
初
美
夫
妻
、
静
岡
県
の
赤
堀
信
平
氏
（
同
じ
二
中
隊
出

身
、
明
治
生
ま
れ
、
栄
養
失
調
…
最
後
は
記
憶
な
し
）
の
長
女

に
参
列
し
て
い
た
だ
き
、
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。

人
間
の
運
命
と
は
不
思
議
だ
な
あ
、
と
最
近
心
身
に
感
じ
る

年
代
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
中
旬
、
材
木
降
ろ
し
作
業
。
夜
通
し
、

全
車
両
の
降
ろ
し
完
了
ま
で
帰
営
な
ら
ず
。
二
分
小
隊
長
（
河

西
大
治
見
習
士
官
）

、
三
分
隊
班
長
と
し
て
ノ
ル
マ
完
了
。
よ

う
や
く
食
事
。
黒
パ
ン
、
酸
っ
ぱ
い
ワ
ダ
ー
ス
ー
プ
、
冷
え
た

体
に
熱
い
ス
ー
プ
。
熟
睡
す
る
ど
こ
ろ
か
急
に
腹
痛
で
腹
を
押

さ
え
て
走
り
回
る
。
バ
ン
ド
で
締
め
つ
け
て
も
止
ま
ら
ず
、
紐

で
腹
を
締
め
つ
け
、
一
晩
中
走
り
回
る
（
後
日
、
盲
腸
炎
と
判

明
）

。
翌
朝
練
兵
休
。
軍
医
の
診
断
で
カ
ラ
ガ
ン
ダ
、
ス
パ
ー

ク
療
養
所
行
き
、
手
術
だ
。
二
日
く
ら
い
休
み
、
そ
の
間
タ
バ

コ
の
紙
に
中
隊
仲
間
の
氏
名
、
住
所
、
出
身
地
を
書
く
。

「
知
ら
ぬ
が
仏
」
と
言
う
が
、
た
だ
お
腹
が
痛
い
と
言
っ
て

散
ら
し
た
の
だ
。
復
員
後
の
二
十
六
年
、
東
北
大
外
科
出
身
の

島
田
義
範
陸
軍
軍
医
大
尉
（
個
人
経
営
医
で
、
柔
道
四
段
（
全

国
制
覇
）
大
学
の
モ
サ
）
に
よ
く
助
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ

れ
が
第
一
回
目
。

ス
パ
ー
ク
療
養
所
に
二
カ
月
間
、
手
術
も
せ
ず
。
日
光
浴
、

白
パ
ン
、
野
菜
ス
ー
プ
。
若
さ
の
せ
い
か
、
使
役
に
ま
た
。
検

査
に
て
ア
ジ
ー
ン
（
一
級
）
で
炭
鉱
へ
。
九
分
所
炭
鉱
で
三
交

替
。
ド
イ
ツ
兵
、
ル
ー
マ
ニ
ア
兵
、
ロ
シ
ア
兵
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ

出
身
「
黒
海
、
裏
海
、
強
制
移
住
者
」
独
ソ
戦
に
て
抑
留
さ
れ

た
ソ
連
兵
。
ス
タ
ー
リ
ン
・
ニ
ェ
ハ
ラ
シ
ョ
）

。
炭
鉱
に
て
炭

じ
ん
で
黒
ん
坊
。
目
、
マ
ツ
ゲ
の
炭
じ
ん
は
取
れ
な
い
。
シ
ャ

ワ
ー
に
て
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
ハ
ラ
シ
ョ
、
ダ
ン
ケ
シ
ェ
ン
（
独

語
）

、
ル
ー
マ
ニ
ア
兵
、
世
界
は
広
い
、
食
事
は
平
等
、
検
査

な
し
、
十
カ
月
く
ら
い
か
？
　
軍
隊
手
帳
の
余
白
（
白
紙
、
美

濃
紙
に
記
入
し
た
二
中
隊
の
名
簿
）
に
書
い
た
宝
物
で
、
復
員

後
、
ハ
ガ
キ
に
て
通
知
し
た
の
が
役
に
立
つ
、
記
憶
は
？

自
分
の
書
い
た
字
が
過
去
を
思
い
浮
か
ば
せ
る
。

不
思
議
だ
。

炭
鉱
の
兵
舎
、
二
段
ベ
ッ
ド
の
上
で
古
年
兵
三
人
、
同
年
兵
か
、

よ
く
郷
土
の
話
。
名
産
品
の
食
べ
物
、
腹
が
空
い
て
い
る
の
で

眠
れ
ず
、
よ
く
聞
こ
え
る
。
一
人
の
古
年
兵
が
話
し
な
が
ら
、

編
み
物
、
針
の
手
縫
い
、
器
用
だ
。
同
年
兵
の
上
衣
、
下
衣
を



話
し
な
が
ら
ホ
コ
ロ
ビ
を
直
し
て
い
る
、

男
で
も
で
き
る
の
だ
。

後
で
聞
く
と
八
人
き
ょ
う
だ
い
の
五
人
目
で
一
人
だ
け
の
長
男

だ
と
。
見
よ
う
見
ま
ね
の
習
慣
か
？
ビ
ッ
ク
リ
。

自
分
も
姉
二
人
を
思
い
浮
か
べ
る
。

炭
鉱
で
杭
木
が
ミ
シ
ミ
シ
ビ
リ
ビ
リ
、
割
れ
る
音
、
炭
じ
ん

の
粉
、
暗
や
み
発
破
、
ス
コ
ッ
プ
で
コ
ン
ベ
ア
ー
に
積
み
込
み

作
業
。
ま
た
切
羽
に
発
破
、
ワ
ゴ
ン
車
に
石
炭
積
み
込
み
、
カ
ン
テ

ラ
の
灯
油
の
煤
、
暗
い
、
頼
る
の
は
頭
上
に
つ
け
て
い
る
電
池

だ
け
、
石
炭
の
中
に
埋
ま
る
。
戦
友
に
助
け
ら
れ
る
。
こ
れ
が

二
度
目
か
？

十
カ
月
た
っ
た
こ
ろ
か
、
鳥
目
、
夜
盲
症
に
か
か
り
、
地
上

勤
務
。
ア
ル
マ
ア
タ
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
、
農
作
業
、
野
菜
積
み

込
み
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
二
十
人
く
ら
い
の
戦
友
と
（
部
隊
が
異

な
る
の
で
経
歴
不
明
）
転
々
と
地
方
を
回
る
。
バ
ケ
ツ
一
杯
の

水
配
給
。
塩
も
な
い
。
夜
中
に
野
菜
畑
に
侵
入
、
カ
ン
ボ
ー
イ

も
一
緒
。
人
の
物
は
我
が
物
、
見
つ
か
ら
な
い
と
ネ
ズ
ナ
イ

(

知
ら
ぬ)

、
ニ
ェ
ハ
ラ
シ
ョ
。
野
菜
運
搬
の
ト
ラ
ッ
ク
で
歌
う

コ
ー
ラ
ス
、
何
十
台
分
か
。
独
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ウ
ズ
ベ
ク
の
ロ
シ
ア
一
般
人
男
女
。
コ
ー
ラ
ス
合
唱
、
広
い
大

地
、
砂
漠
地
帯
、
今
で
も
思
い
出
す
。

若
い
人
生
、
体
力
、
気
力
、
ダ
モ
イ
（
帰
国
）
と
ま
だ
夢
、

希
望
を
持
っ
て
い
た
が
、
古
年
兵
、
関
特
連
、
下
士
官
、
兵
、

御
苦
労
様
と
し
か
言
葉
に
出
な
い
。

突
然
の
帰
国
、
長
い
日
々
も
短
い
。
ナ
ホ
ト
カ
到
着
。
一
分

所
、
二
―
三
分
所
、
書
い
た
手
帳
、
メ
モ
は
焼
却
と
共
産
党

指
導
者
、
ア
ク
チ
ブ
の
命
令
。
ダ
モ
イ
取
消
し
、
焼
却
？
　
部

隊
じ
ゅ
う
混
乱
。
俺
も
焼
く
か
？
　
迷
っ
た
が
、
同
じ
中
隊
の

戦
友
皆
無
。
軍
隊
手
帳
の
和
紙
に
書
い
た
メ
モ
を
隠
し
持
ち
帰

り
ま
し
た
。
こ
の
宝
物
に
て
二
中
隊
の
戦
友
を
捜
し
、
役
に
立
っ

た
。ま
た
、
炭
坑
地
区
ハ
ラ
シ
ョ
部
隊
、
一
日
か
二
日
で
「
遠
州

丸
」
に
乗
船
、
昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
九
日
舞
鶴
港
に
上
陸
。

青
々
と
し
た
山
林
、
澄
ん
だ
日
本
海
、
白
衣
の
看
護
婦
さ
ん
、

岩
壁
に
立
つ
老
婆
、「
息
子
は
知
り
ま
せ
ん
か
」
立
て
札
に
書

い
た
名
前
、
声
を
上
げ
る
光
景
。
帰
国
し
た
の
だ
、
日
本
に
帰
っ

た
の
だ
、
両
親
、
姉
妹
に
会
え
る
。
ど
う
し
て
い
る
か
、
元
気

か
、
今
で
も
そ
の
感
激
が
身
に
し
み
、
時
々
思
い
出
し
ま
す
。



同
年
十
二
月
一
日
、
北
見
本
社
、
一
力
無
蓋
会
社
就
職
（
現

北
洋
銀
行
バ
ン
カ
ー
？
固
い
職
業
？
信
用
第
一
？
）
と
無
我
夢

中
。
軍
隊
ボ
ケ
、
抑
留
ボ
ケ
を
取
る
の
に
一
苦
労
。
三
十
七
年

勤
続
、
定
年
ま
で
。

た
ま
に
質
問
あ
り
。
共
産
主
義
者
か
、
赤
化
し
て
い
る
の
か
、

党
員
か
。
仏
教
は
浄
土
真
宗
、
も
の
知
ら
ず
、
国
粋
党
員
、
日

本
男
児
で
す
と
反
論
。
マ
ル
ク
ス
弁
償
法
読
破
し
ま
し
た
。
国

に
反
す
る
思
想
と
思
っ
た
の
で
反
対
し
て
い
ま
す
。

地
方
で
シ
ベ
リ
ア
帰
り
の
友
人
は
リ
ス
ト
に
乗
り
、
大
分
苦

労
し
た
様
子
。

転
勤
も
度
々
、
医
師
、
教
員
、
税
務
署
員
、
警
察
官
、
市
町

村
の
役
席
、
養
老
院
、
町
議
員
、
飲
食
店
、
料
理
屋
、
置
屋
、

弁
護
士
、
裁
判
官
、
公
証
人
。
銀
行
員
の
バ
ッ
ジ
、
名
刺
、
印

鑑
、
領
収
書
、
鞄
に
入
れ
、
自
分
自
身
を
売
り
込
ん
だ
も
の
で

す
。菅
季
治
見
習
士
官
の
真
実
は
一
つ
、
本
当
に
役
に
立
ち
ま
し

た
。
本
当
の
事
、
失
敗
し
た
体
験
を
話
す
こ
と
で
友
達
、
知
人

を
得
、
自
分
自
身
の
勉
強
に
な
り
、
人
生
の
指
針
に
な
っ
た
の

で
は
？

ま
た
、
満
州
帝
国
政
府
の
人
事
科
勤
務
、
復
員
し
た
軍
隊
手

帳
の
メ
モ
、
宝
物
に
て
、
中
隊
の
遺
族
訪
問
。
静
岡
県
小
笠
郡
、

赤
堀
信
平
氏
の
妻
女
訪
問
。
親
戚
一
同
、
八
十
二
歳
の
赤
堀
達

平
氏
妻
女
の
喜
久
さ
ん
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
よ
り
車
椅
子
で
帰

宅
）

、
左
半
身
リ
ハ
ビ
リ
特
訓
中（
七
十
歳
）

。
長
女
松
村
初
美

さ
ん
四
歳
の
と
き
赤
堀
先
輩
の
再
召
集
（
赤
紙
）

。
次
女
の
久

保
田
美
由
紀
さ
ん
（
御
殿
場
市
）
、
自
宅
近
い
土
手
に
あ
る
墓
、

お
参
り
し
た
の
が
昭
和
六
十
年
か
。

妻
女
の
苦
労
話
を
聞
く
と
、

留
守
家
族
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
苦
難
の
道
、
若
い
私
が
訪
問
し
た

の
で
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

栃
木
県
河
内
郡
大
沢
村
山
口
に
福
田
清
氏
の
遺
族
訪
問
。
山

林
の
中
の
墓
地
に
参
拝
。
妻
女
と
長
女
の
孫
娘
が
日
光
東
照
宮

の
神
子
。
妻
女
と
娘
さ
ん
（
長
女
）
と
三
人
で
お
札
…
官
札
か
、

団
体
客
の
列
と
別
に
見
学
し
、
福
田
清
氏
の
妻
女
も
十
数
年
ぶ

り
と
、
ゆ
っ
く
り
回
り
歩
い
た
。
ま
た
、
日
光
の
滝
ま
で
車
で

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
無
量
。
軍
隊
手
帳
の
メ
モ
と
年
一
度

の
ハ
ガ
キ
通
信
。
宝
物
で
遺
家
族
に
喜
ば
れ
、
責
任
の
一
端
を

果
た
し
た
と
安
心
し
ま
し
た
。

ま
だ
不
明
の
抑
留
者
が
大
勢
い
る
が
、
五
十
年
の
歳
月
、
記



憶
力
の
減
少
、
老
化
に
負
け
る
。
自
分
の
メ
モ
書
き
、
手
紙
が

あ
る
と
思
い
出
す
状
況
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
誕
生
日
が
四
月
一
日
の
早
生
ま
れ
（
現
代
的

エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
、
四
月
馬
鹿
〈
一
日
だ
け
ウ
ソ
を
言
っ
て

も
良
い
日
〉
の
格
言
？
）

。

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
小
学
校
入
学
も
一
日
付
け
で
早

い
、
現
役
入
隊
も
ま
た
早
い
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
も
定
年
を

一
日
違
い
で
四
月
い
っ
ぱ
い
、
月
給
、
ボ
ー
ナ
ス
も
一
カ
月
分

支
給
あ
り
。
日
本
的
慣
習
か
、
年
度
末
三
月
三
十
一
日
が
締
切

り
。
官
庁
、
経
理
担
当
者
に
反
論
し
て
「
法
律
に
規
定
さ
れ
て

い
る
」
と
言
っ
て
、
役
に
立
ち
ま
し
た
。

復
員
後
三
年
目
、
父
の
死
亡
。
残
っ
た
手
紙
に
て
、
親
戚
の

伯
父
、
伯
母
を
捜
し
た
り
、
長
男
と
し
一
家
の
主
人
、
義
務
を

果
た
す
（
手
紙
の
保
存
、
手
帳
の
メ
モ
、
数
十
冊
ま
だ
保
存
中
）

。

妻
、
妙
子
（
平
成
二
年
死
去
）
に
も
、
宝
物
と
言
っ
て
も
価
値

が
な
い
、
ガ
ラ
ク
タ
物
を
大
切
に
し
て
い
る
と
笑
わ
れ
た
が
、

シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
の
経
験
が
身
に
し
み
込
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
か
と
自
分
自
身
で
納
得
し
て
い
ま
す
。

長
男
と
二
人
の
生
活
、
三
度
の
食
事
作
り
、
毎
日
忙
し
い
日
々

で
す
。
自
分
が
食
べ
る
た
め
に
と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

大
正
十
四
年
四
月
一
日
　
北
海
道
紋
別
市
に
出
生
。

昭
和
十
四
年
三
月
　
　
　
紋
別
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
卒
業
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
　
　
札
幌
商
業
学
校
卒
業
。

昭
和
十
九
年
一
月
　
　
　
満
州
帝
国
政
府
興
農
部
大
臣
官
房
人

事
科
委
任
官
試
補
に
採
用
さ
れ
る
。

昭
和
十
九
年
一
月
　
　
　
茨
城
県
友
部
村
満
蒙
義
勇
軍
開
拓
農

場
内
原
訓
練
所
に
入
所
。

昭
和
十
九
年
三
月
　
　
　
右
訓
練
所
終
了
。

昭
和
十
九
年
三
月
　
　
　
満
州
新
京
市
満
州
帝
国
政
府
に
赴
任

し
た
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
　
　
満
州
鞍
山
独
立
野
戦
高
射
砲
第
八
六

〇
部
隊
（
後
に
一
三
一
〇
五
に
変
更
）

に
現
役
入
隊
す
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
　
　
　
奉
天
市
で
終
戦
を
迎
え
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
　
　
　
入
ソ
。

昭
和
二
十
年
十
一
月
　
　
中
央
ア
ジ
ア
、
カ
ザ
フ
共
和
国
、
カ



ラ
ガ
ン
ダ
第
十
一
分
所
ラ
ー
ゲ
ル
に

収
容
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
　
　
ス
パ
一
ク
療
養
所
に
入
院
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
　
　
右
療
養
所
退
院
後
、
炭
鉱
で
労
働
に

従
事
、
ま
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
野
莱
な

ど
の
積
み
込
み
運
搬
作
業
に
従
事
し

た
。

昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
九
日
　
遠
州
丸
に
て
舞
鶴
港
に
上
陸
、

復
員
す
る
。
こ
の
間
三
年
三
カ
月
の

抑
留
体
験
を
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
三
年
　
　
　
　
現
在
の
北
洋
銀
行
紋
別
支
店
に
就
職

す
る
。

昭
和
二
十
九
年
　
　
　
　
結
婚
し
て
三
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
、

幸
福
な
生
活
を
送
ら
れ
る
。

昭
和
六
十
年
　
　
　
　
　
右
銀
行
を
定
年
退
職
さ
れ
た
。

平
成
元
年
　
　
　
　
　
　
全
抑
協
札
幌
支
部
に
入
会
す
る
。

平
成
三
年
　
　
　
　
　
　
支
部
役
員
に
推
せ
ん
さ
れ
る
。

以
来
、

慰
霊
碑
の
建
立
事
業
及
び
慰
霊
祭
の

開
催
等
に
委
員
の
一
員
と
し
て
積
極

的
に
そ
の
任
の
遂
行
に
努
力
さ
れ
ま

し
た
。（
北
海
道
　
森
英
一
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

滋
賀
県
　
小
西
信
太
郎
　 

出
生
か
ら
入
営

私
の
家
は
貧
し
い
紀
州
和
歌
山
県
日
高
郡
南
部
よ
り
兄
弟
揃
っ

て
近
江
の
国
に
移
籍
、
父
小
西
信
吉
は
現
住
所
・
滋
賀
県
蒲
生

郡
金
田
村
大
字
長
田
九
百
九
拾
八
番
地
に
住
み
つ
き
、
土
地
も

借
地
、
母
キ
ヨ
の
間
に
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
長
男
は
生

後
二
カ
月
で
当
時
流
感
の
た
め
死
亡
、
両
親
は
私
を
長
男
と
し

て
、
大
事
に
育
て
て
く
れ
た
。
母
は
私
の
三
歳
の
と
き
、
和
歌

山
に
里
帰
り
途
中
、
連
絡
船
に
乗
船
中
、
船
酔
い
が
も
と
で
健

康
を
害
し
、
肺
を
悪
く
し
て
薬
石
の
功
な
く
、
私
の
五
歳
の
と

き
、
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
わ
ん
ぱ
く
盛
り
の
坊
主
で
、
葬
式
の
当
日
、
悲




